
 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 立山町 

②人口（※１） ２７，３９９人 （H25.4.1現在） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

高齢化率 

  ６５歳以上：２７．９６％（７，６６２人） 

  ７５歳以上：１４．７５％（４，０４１人） 

（H25.4.1現在） 

④取組の概要 介護予防の知識と技術を習得したリーダー（介護予防サポーター）を養成し、

その人達が地域において介護予防活動を実践することにより、地域で高齢者の

生活を支えるシステムの構築と、町民の介護状態への移行予防に努める。 

① 介護予防サポーター養成講座の開催 

  毎回講義と実技を組み合わせた、３か月間、計６回の講座 

② サポーターの育成・フォロー 

  研修会の開催（年２～３回）、地区活動時の資料･材料等支援 

⑤取組の特徴 

 

①個々に応じた活動の支援 

 ・まずは、自分自身の介護予防に努め、それを家族・友人・地域に広げる。 

 ・活動の場の提供も実施。 

②実践的な研修会の開催 

 ・講義だけでなく、実技も多く取り入れたものを心がけている。 

 ・アンケート等も実施しながら、サポーターのニーズに合わせ内容を検討。 

③取り組みの紹介 

 ・年に１回、地域包括支援センターと共同で介護予防情報紙を発行し、各地 

区活動を紹介。 

 ・ケーブルテレビ内の介護予防番組でも紹介。 

⑥開始年度 平成２２年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

平成２２年度～平成２４年度：介護予防サポーター養成講座開催。 

養成講座終了後、年２～３回フォロー研修会等実施。 

⑧主な利用者と人

数 

町内住民（介護予防サポーターとして活動意欲のある者）：９０人 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

実施主体：立山町 

      役場健康福祉課介護予防係（立山町地域包括支援センター） 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

あり 

  ※人材関与。 予算はなし。 

    

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

中新川広域行政事務組合介護保険課からの受託事業【地域支援事業】    

（平成２５年度） 

 報償費（養成講座・研修会講師）     ： ６０，０００円 

    （地区活動等活動謝礼）      ：１４４，０００円 

  需用費（消耗品費 テキスト・材料等）  ： ３４，５８０円 

     （印刷製本費 年１回たより発行） ： ８８，０００円 

     （食糧費 イベント協力時お茶）  ： １３，３２０円 

富山県 

 

 



 

  役務費（通信運搬費 各おしらせ等）  ： ３６，０００円 

  使用料及び賃借料（会場借り上げ）   ： １３，４４０円 

 

⑫取組の課題 地域や個人によって、活動に差がある。 

⑬今後の取組予定 養成講座・フォロー研修会等及び、育成のための活動支援を継続。 

 

⑭その他 地区の高齢者の健康の保持増進や介護予防を推進するため、自主的に活動（近

所への声掛けや、サロン・教室の開催など）をおこなう地区や者が増えてきて

いる。 

 特に、単に開催し回数をこなすのではなく、実施前の計画や、実施後の感想

や反省点の改善方法について報告・相談のため来所する者もおり、サポーター

の資質・意欲の伸び（企画・行動・評価）が感じられる。 

 また、町事業（教室・イベント）への協力者も増えてきており、事業活動の

中でも自主的な言動がみられるようになってきている。 

⑮担当部署及び連

絡先 

立山町役場健康福祉課介護予防係（立山町地域包括支援センター） 

  ＴＥＬ：０７６－４６２－９９５８ 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

  

 



1. 目

平成24年度「介護予防サポーター養成講座」実施要領

的 :住み慣れた地域においてその人らしく生活するためには、介護状態の予防が重要となって

くるが、高齢化社会により介護保険の申請・認定者が増加している。

そこで、介護予防の知識と技術を習得したリーダーを表成し、その人達が地域において活動

を実践することにより、地域で高齢者の生活を支えるシステムの構築と、町民の介護状態ヘ

の移行予防に努める。

2,実施主体 :立山町

3.対 象 者 :立山町住民 (介護予防サポーターとして活動意欲のある方)

4,日程及び場所 。内容    ※ 受付―。9:10～ 9:25

5.実施場所 :元気交流ステーション 大会議室 1(11月 13日 :大会議室 3、 調醒交流鋤
10月 17日 :サンシップ

6.スタッフ :健康運動指導士、管理栄養士、歯科衛生士、音楽療法指導員、消費生活相談員、
立山町地域包括支援センター職員

7.通知方法 :お知らせチラシ配茄

広報「たてやま (9月 号)」 掲載、

社協たより「そよかぜ」「ボランティアセンターからのお知らせ」掲載

8.事 後 :1)修了証の交付 ( 5回以上の出席者に対して修了証を交付 )

ただし、受講不足課目について次年度に受講した場合は、翌年に修了証を交札

2)修了者は、介護予防サポーターとして、地域の高齢者の健康の保持増進や介護予防

を推進するための事業に協力するとともに、自主的に活動を行なう。

3)各地区サロンの紹介を行い活動の場を伝えるとともに、事後フォロー教室を開催し、

知識の復習と修了者の交流・情報交換の場を設ける。

月   日 場 所 内 容 |スタンフ

平成 24年
9月 21日 悟渤

く9:30～ 11:45>

開試

講義「地域包括支援センター・相談窓日」

講義及び実技「倉げ作活動」

9:30

9:45

0:30l

服

包括

10月  1日 (月 )

<9130-11:45>

元気茂流

ステーション
講義「高齢者の特徴・介護予防の必勅

講義及び実技「身体レク・触

9:30

10'15

包括

運動

″シッフ
°10月 17日 (水)

<9:30-14:15>
施設見学と体験「福祉用具伸費潮匈

交流会 (昼食)

10:00
包括

10月 29日 (月 )

<9:30～ 11:45>
講義 嚇掬症の話」

講義及び実技「認知症予防レク・頭のイ鞣 」

9:30

10:15
包括

11月 13日 υり
<9:30へ 1́4:15>

講義及び実技「日腔ケア」

講義及び調理実習「高齢者の栄養」

講義「消費者被害にあわないために」

9:45

11:00

13:00

酬

緯
消費

11月 26日  (月 )

<9:80～ 12:00>

元気交流

ステーション

講 と身載支鳴旨新亀磨辞去」

座談会「今後に向けて ～なにができる力考えよう～」

閉講式・修了証配布

9:30

11:00

11:45

音楽

包括

課長

全 18時間 45分

  

 



介護予防サポーターの養成 E育成 (富山県立山町)
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